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研究成果の概要（和文）：戦争や民族問題などの集団間での葛藤を解決するには、相手に対する

報復を止め、相手を信頼し、協力関係を築くことが重要である。しかしその際に、自分の所属

する集団への愛着や愛国心などがそのような信頼や協力に至る際の障害となり得る。そこでそ

のような自集団への同一化の程度が相手集団に対する報復を抑制している過程を明らかにした。

更に集団同一化のどのような側面が外集団に対する信頼・協力関係を阻害しているのかを検討

した。 

 
研究成果の概要（英文）：To resolve an intergroup conflict such as war or ethnic antagonism, 
it is important to restrain retaliation, trust other, and build cooperative relationship. 
However, commitment to their group or patriotism can makes it difficult to trust in and 
cooperate with outgroup. In this project, it was revealed that the psychological process 
how an ingroup identification enhanced retaliation against outgroup. Moreover, it was 
also examined what aspect of group identification made intergroup trust and cooperation 
difficult. 
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１．研究開始当初の背景 

 人々が他人を信頼する際の心理過程に
関して、先行する信頼研究では主に個人が
他人に対して信頼する心理過程を中心に

検討している。しかし現実社会では個
人としてではなく、集団という単位で
他集団を信頼したり協力したりする必
要がある。このような他集団との信頼 
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関係については先行する信頼研究では主に
集団同士がどの様な関係にあるか、例えば
どちらがより有利な立場にあるか、という
構造的な観点から検証されてきている。そ
れに対して集団に属する人々が、自集団と
他集団をどの様に見ているかという評価の
仕方が、他集団への好意的な態度と信頼を
形成する問題に関しては殆ど検討されてこ
なかった。本研究ではこのように、集団間
関係を構造的な観点だけではなく、他集団
への評価という認知的影響の点から検証す
ることによって、集団間関係の構築に新た
な知見を提供する。 
 人々が自分の所属する集団に対して好意
的な評価をしている場合には、その集団への
貢献が増すことは既に De Cremer and Tyler 
(2005)が報告している。これに対して、本研
究ではその様な自集団への肯定的な評価と
外集団への好意的な評価を両立させる可能
性について検討する。これは Turner ら
(1987)に代表される、社会的カテゴリー理論
の知見とは一致しない予測であるが、本研究
はこの理論を拡張して、新たな心理過程の解
明を行うということが期待できる。 

 

２．研究の目的 

 自分が所属する集団の持つ魅力は、人々の
他人や他集団に対する敵対的な傾向を強める
大きな要因となっており、現実の国内・国際
社会においても同様の事例が多く報告されて
いる。一方、攻撃行動ではなく、協力といっ
た建設的な行動に集団の持つ魅力が影響する
点については、主に企業組織に関する研究を
中心に、集団内での影響のみがこれまで研究
されてきた。しかし、これまでの研究は、集
団の持つ魅力と集団間関係の良好の関係につ
いて検討していない。 
 そこで本研究では、日本と欧米の人々を対
象として、他集団に対する協力的な関係や信
頼関係の形成において、自集団をどのように
評価するかが、自集団への態度だけではなく、
他集団への好意的な態度の形成を促す可能
性について検証する。 
 

３．研究の方法 

 集団間での協力・信頼関係の形成について検
討するために、第一に加害者に対する信頼と寛
容が自動的に喚起される過程について検討し
た。特にそれは加害者が内集団成員か外集団成
員かの違いによってどの程度異なるのかを検
討するため、日本とオランダ(Radboud大学
Nijmegen校, Johan Karremans准教授との共同
研究)にて実験を行った。実験参加者は被害場
面のシナリオ読み、その後寛容に関する概念が
思考の中で活性化している程度を測定した。そ
の際に、加害者の国籍を自国民と外国人とで変
えた場合に、加害行為に対する寛容さや加害者

への信頼感にどのような差が生じるかを両
方の国で測定した。 
 続いて、集団間での協力・信頼関係の形成
について、それらを阻害する要因としての集
団同一化に注目し、実験室実験にてその効果
を検討した。具体的には分配的公正、手続的
公正という二つの社会的公正が集団同一化
を強め、それが集団間葛藤を激化させる過程
について検討した。社会的公正感を操作する
際には、分配的公正では宝くじの分配課題を
用いた。自分と同じ集団のメンバーが自分に
対してくじを平等に分配してくれる（公正条
件）、あるいはその同じ集団のメンバーは自
分が多くのくじをもらうために、参加者には
少ししかくじを渡さない（不公正条件）とい
う２つの状況を設定した。一方、手続的公正
は集団での意思決定の際の発言機会を操作
した。具体的には集団での意見をまとめる際
に、リーダーが他のメンバーに意見を求める
か（公正条件）、リーダーが独断で決めてし
まうか（不公正条件）という２つの状況で比
較した。実験参加者は公正さを経験した後で
、同じグループのメンバーが被害を受けてい
る様子を観察し、その人の代わりに加害者集
団へ報復する機会が与えられた。この報復の
強さが集団同一化によってどれくらい強ま
っているかを測定した。 
 また東京都民４５０名を対象とした社
会調査を行った。これは申請者がこれまで
行ってきた実験室実験の生態学的妥当性
を検証したものである。特に集団間の協力
関係を阻害する要因としての集団同一化
の、どのような側面が強い悪影響を及ぼし
ているかを検討するために、日本国民とし
ての同一化を「愛国心」と「ナショナリズ
ム」の二つに分け、集団間関係に対する両
者の影響の違いを検討した。なお社会的公
正の測度は国内の知覚された公正さを用
い、日本はどの程度公正な社会であると思
うかといった項目で測定した。ナショナリ
ズムと愛国心に関しては Karasawa (2002)
の National identity 尺度を用いた。そし
て国際的不公正感に関しては日本が諸外
国から不当な評価を受けていると思う程
度を測定した。また外国に対する態度とし
て中国に対する態度を測定した。 
 

４．研究成果 

 本研究の目的は、葛藤が生じた集団間関
係において、信頼と協力関係を作り出すに
はどのような心理過程が必要であるかを
明らかにすることであった。特に本研究で
は集団の成員であるという意識の強さ、即
ち集団同一化の程度がそれを阻害する過
程について焦点を当てて検討した。 
 加害者への信頼・協力を形成するために
は受けた被害に対して報復を行わない寛



容性が必要である。この寛容性に関して、集
団同一化はそれを阻害する事が予想されて
いた。つまり集団同一化が強い場合には、外
集団から受けた被害に対してそれを「無かっ
た事」にできず、報復せずにはいられないと
言う気持ちを強めるのではないかと言う点
について実験を行った。実験はオランダ人と
日本人の二つの国で行い、その結果を比較し
たが、日本人はオランダ人に比べて、内集団
への同一化が弱いときには比較的寛容であ
るという結果が得られた。特にこの寛容さは
本人が意識することなく、自動的に生じるも
のであった。このことから日本人に関して言
えば、受けた被害に対してそれを許してやろ
うと言う気持ちは自動的に生じるが、それは
集団に対する同一化が弱く、それだけ被害を
自分のこととはあまり考えない人だけであ
ることが明らかになった。反対に集団同一化
の強い人は、受けた被害を無意識的には許し
てやろうと考えるけれども、集団成員の受け
た被害を自分が受けたものと同一視してし
まう。その為許してやろうと言う気持ちより
も、報復しようとする気持ちの方が強まり、
その結果、加害者集団に対する信頼と協力関
係の形成は困難になってしまうといえるだ
ろう。 
 次に本研究では実際の報復行動の変化と
集団同一化の関係を検討した。上記の研究で
は報復的態度の測定をしていたが、実際に相
手に報復するかどうかは検討していない。態
度と行動の不一致は多くの研究で指摘され
ていたので、本研究では実際の攻撃行動を測
定し、集団間の信頼と協力を集団同一化が困
難になる過程を検討した。実験の結果は分配
的公正（くじの平等な分配）、手続的公正（集
団意思決定での発言機会）は共に集団同一化
を強めていた。そしてその集団同一化が強ま
った人々が、集団が受けた被害を観察すると、
その加害者集団に対して実際に攻撃行動を
強めていた。このことは集団内の公正さは集
団間関係を悪化させるという皮肉な関係を
示している。即ち自集団をより公正な集団に
しようとすれば、それだけ集団同一化が強ま
り、その結果他集団が自集団に対して行った
否定的行動に対して仕返しを使用という気
持ちがより強まる。その結果集団間関係は悪
化するので、集団間の信頼・協力関係の形成
もより困難になるということがいえる。 
 一連の実験室実験の結果を受け、本研究で
は得られた知見が現実も問題でも当てはま
るかを検討するために社会調査を行った。更
に、これまでの研究結果は集団同一化が集団
間信頼・協力を抑制する要因として影響する
事を示してきたが、集団同一化そのものはあ
まり詳しく検討していなかった。従って集団
同一化のどのような側面が特に集団関係の
悪化を招き、どのような側面は同一化と集団

間信頼・協力関係と両立するかを検討した。
結果は日本社会を公正だと思っている人
ほど日本に対して強い「愛国心」と「ナシ
ョナリズム」を持つことが確認された。し
かし両者のうち、「ナショナリズム」だけ
が国際的な不公正感を介して外集団であ
る中国への信頼感や協力し合おうとする
気持ちを低下させていた。一方の「愛国心」
は中国への信頼・協力とは無関係であった。
この結果は他集団に対する優越性認知に
基づく「ナショナリズム」に関しては、本
研究のこれまでの研究モデルと一致する
ものであった。しかし自集団への好意であ
る「愛国心」が集団間信頼・協力と無関係
であったことを示している。集団内公正と
その結果生じる集団同一化は必ずしも集
団間関係を悪化させるわけではなく、信
頼・協力関係と両立可能であると考えられ
る。 
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